
パルシステム・商品展示会でも活動中

パルシステムの取引先業者や協力企業でつくる「パルシステム協力会」
では、毎年、パルシステムの会員生協で「商品展示会」を開催しています。
開催時期は、９月から１２月の秋季で、かつて開催されていました“生協
まつり”の時期と重なります。JASMEQも昨年は、埼玉と群馬で出展さ
せていただきました。
この「パルシステム商品展示会」は歴史が長く、１９９４年からスター

トし、昨年で１８回目を迎えています。主催は、「パルシステム協力会・
組合員交流委員会」で、委員会のメンバーには会員生協からも代表者が選
出され、生協と取引先が一緒になって運営されています。一会場の出展数
は、会場の大きさによって、１会場25社～50社です。
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３月１７日（日）、少し花

冷えのする一日でしたが、天
気もよく人出がいつもより多
くてにぎやかでした。ただ、
出店テントが少なかったのが
残念です。

レトルトカレーは２ケース
完売。そのほか、奄美の特産
を中心に販売しました。
【報告：事務局 富永 早苗】

直近の理事会から （第９期）

第３回（2013年2月12日開催）

⇒ 協議事項はありませんでした。

⇒ 事業報告があり、商品事業では、第

９期（2012年8月～2013年1月）の６

ヵ月間で売上高180,516千円と、前年

比126.3％で進捗しています。

⇒ 定番扱いとなった「鳴門産カットわ

かめ」の注文が順調です。

⇒ 品質・衛生管理サポート事業では、

通信教育６期「食品工場で働くため

の講座（初級）」が３月末で終了し

ますが、１月現在８社１４名が受講、

１２名の方が修了しました。

◆ 次回の理事会は、５月２１日（火）

写真は、昨年12月８日に開催されました「パルシステム群馬」での商品展示
会の模様で、JASMEQのブースです。当日は約3,500人の組合員さんの来場があ
り、展示された商品の試食などを通じて、新しく43人の方が、パルシステム群
馬に加入されたとのことです。JASMEQでは、売れ筋商品の「鳴門産カットわ
かめ」や「荒挽きマスタード」などを紹介しました。

この会場には、ほかにも、カジノヤ、共生食品、平田産業、山伍、菊水堂、
大洋香料など、JASMEQの組合員企業の皆さんも参加され、対面で、パルシス
テムの組合員さんと交流を深めていました。

【写真は、㈱シータス＆ゼネラルプレスの若狭谷様が撮影、提供していただきました】

築地本願寺 安穏朝
市

「安穏朝市」は、毎月第３日曜
日に、築地・本願寺の駐車場
を借りて開催されています。

お問い合わせは、事務局まで
お気軽にどうぞ。



東京マラソンで完走 しました

このコーナーは、ジャスメック組合員の皆さんをご紹介いたします。
今回は、有限会社 菊水堂様の岩井社長が、フルマラソンを続けられて

おりますので、近況をご紹介します。

生きがい
やりがい

風が強い日でしたが、朝は雲ひとつな
い晴天。気持ちよく、走ることができま
した。ゴール後の一コマ。（写真下）

応援有難うございました。今年は、風が強く、やや
寒さを感じる日でした。沿道で応援された方も、大
変寒かったかと思います。ゴールの東京ビックサイト
にさしかかると、追い風で、寒さを感じましたが、大
変助けになりました。お陰様で、素人ランナーです
が、タイムを更新することができました。
これからも、ご支援をよろしくお願いいたします。

㈲菊水堂 岩井 菊之 社長

２月２４日（日）午前９時、東京の都心
を舞台にした「東京マラソン２０１３」が、
約３６,０００人のランナーの参加で、ス
タート。この中に、JASMEQ組合員・
㈲菊水堂の岩井さんの姿もありました。
岩井さんは、昨年１年間で、約１５００ｋ
ｍを走ったという、本格的ランナー。こ
としも、フルマラソンを完走。５時間３２
分３８秒と、見事、自己ベストを更新し
ました。体重が１年間で２㎏太ったとい
うことで、減量すればさらに記録を伸
ばせそうだ、と話しています。
「東京マラソン」は、２０００７年から開
催され、ことしで７年目。 都庁前をス
タートし、皇居前、品川、銀座、浅草雷
門、築地などを通過し、ゴールが東京
ビックサイトと、都心のビューポイント
を巡る名物コースです。

玉ねぎの大きさに驚き

大分県・臼杵市で、醤油をはじめとする、調味料各種の
製造・販売を行う「フンドーキン醤油株式会社」を訪問。

工場内を見学させていただきました。この工場では、パ
ルシステムの「野菜たっぷりドレッシング」も製造しており、
製造ライン一つひとつに、納得の工程でした。

フンドーキン醤油株式会社

２０１１年に創業１５０周年を迎えた同社。醤油・味噌・ドレッシング・ポン酢など調味料系の
４つを柱として、年間１６０億円の売上。九州の味を大切にしながら、全国各地の味に合わ
せた商品をつくりあげ、消費者から強い支持を得ているようです。今回の研修会に参加した、
JASMEQ小野専務理事も大分県出身ですが、「子供のころは、ここの醤油と味噌で育てら
れ、大きくなりました」と話しています。
工場見学では、いきなり“玉ねぎ”の皮むきが目に入ってきました。北海道産の見事な玉

ねぎに、一同びっくり。原料の選定が味の決め手になることを実感させられました。
工場の休憩室には、【お醤油の味はよいの】【お給料は満足するようになっていますか】

【銀行の借入金はへりましたか】という、“弥生子の訓”が飾られていました。弥生子とは、前
会長の小手川金次郎氏の姉で、作家でもあった野上弥生子さんのことです。



年間ヒット
商品の紹介

理事の
研修会

平田産業㈲「食品開発センター」を視察

理事・顧問を含め10人が参加しました

毎年、組合の教育事業活
動の一つとして実施されて
います、役員・組合員の研
修会が、ことしも２月に、福
岡県と大分県で実施されま
した。

ことしの研修会の目的は２つ。一つは、JASMEQ組合員でもあ
る平田産業㈲様の「食品開発センター」を見学・研修すること、
もう一つは、北九州で伝統を大切しながら新しい事業に挑戦し
ている企業を訪問し、大切にしている食文化や企業風土を学ぶ
ことでした。
平田産業㈲様の「食品開発センター」は、事業の充実や製品

の品質向上を目的として、2012年6月に完成した立派な施設です。

セカンドリーグとJASMEQのタイアップ企画

「実践型・事業支援講座」を準備中

JASMEQでは、パルシステム地域活動支援課（セカンド
リーグ）と協力して、これから起業を準備している方、すで
に起業された方など、セカンドリーグ起業塾の卒業生の皆さ
んを対象に、“事業支援講座”を開催して、個人事業者を応
援していこうと、準備中です。
“講座”は、５月から毎月１回、１０月までの６回の開催

を予定しています。内容は、JASMEQ組合員の企業の社長
さんが交代で講師となって、「創業当時の苦労したこと」
「創業以来、大切にしていること」「借り入れのこぼれ話」
などをお話ししていただき、参加者と交流を深める予定です。
参加を希望される方は、13名が予定されています。
“講座”は、社長さんのお話のほか、「衛生管理」や「食

品の品質管理」の基礎知識や「税務・企業会計」の常識など
についてもシリーズの中に組み入れて、JASMEQから講師
を派遣し、専門的・実践的な学習を行っていただく予定です。
“講座”の模様は、次号でお伝えできると思います。

2012年8月から2013年4月までの取扱い品の中で、販売数量では、トップが
「鳴門産カットわかめ」でした。販売額でも１位となっています。三陸産の
わかめが不足する中で、企画回数が多かったこともありますが、パルシステ
ム様での企画１回につき、平均で2万点を超える注文がありました。
二番目は、数量では「国産果汁のスティックゼリー」で、毎回７千点近く

の注文があります。売上
販売額では、「九州産・
冷凍なす乱切り（素揚
げ）」が二番目でした。
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JASMEQで取り扱っております商品の中で、年
間を通じて生協の組合員さんから多くの注文を
いただいております売れ筋商品をご紹介いたし
ます。

今回は、第１回目として、３品を掲載しました。
商品開発のさいのヒントにしていただければ、
幸いです。 ＜事務局・内山雅代＞
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HACCPリーダー養成講座（３日間講習会） 修了しました

JASMEQでは、パルシステム協力会・品質部会の協賛を得て、本年度も「HACCPリーダ－養成講座」を開催い
たしました。この講座は、毎年組合員、協力会会員様から好評で、開催を要望されているものです。
ことしは、３月２５日（月）から、ﾊﾟﾙシステム連合会・本部の会議室をお借りして、２７日（水）の３日間開催するこ

とができました。講座に参加者された方々、講座の内容、講師の横顔など、詳しくお伝えいたします。

・国際HACCP同盟公認インストラクター
・ISO9001：2000ＱＭＳ審査委員補認定登録

加藤氏は、１９７６年より米国の食肉センター・
食品工場・スーパーマーケット・フードビジネス
などの運営・管理システム・商品開発手法
「HACCP」などを実習・研究し日本に紹介した、
この分野では先駆者といえます。
「月刊HACCP」「食品工場長」「食品と開発」
「食品工業」「月刊ISOS」「月刊食堂」などに、
多数執筆されています。
パルシステムでは、HACCP推進タスク」の責
任講師として、食品安全マネージメントシステ
ムの導入・構築をすすめられてきました。 講師 加藤光夫 氏

講師 河村博文氏

事務局から

広報紙『JASMEQ』第２号をお届けします。
早くお届けしようと、気持ちばかりあせるものの、
第１号から、大分時間がかかってしまいました。
申し訳ありません。

ところで、JASMEQ取扱い品で、重大な商品
事故を３月から４月にかけて、２件起こしてしま
いました。いずれも商品をお届け後、生協組合員
さんからの申告で判明したもので、全品回収する
事態を招いてしましました。原因は、２件とも、
商品製造現場での確認不十分によるものでした。

こうした事態を受けJASMEQでは、①「新規
取扱い商品の初回製造立会い」を強化する、②
『商品事故削減会議』（仮称）を６月１４日
（金）に開催する、ことを決めました。『商品事
故削減会議』では、メーカーさんに集まっていた
だきながら、商品事故の事例をもとに、事故の原
因となるあらゆる事象を抽出し、参加された皆さ
んと一緒になって解決策を考えていく内容にしよ
うと準備しています。

詳細は、事務局まで、お問い合わせください。

・国際HACCP同盟公認インストラクター
・ISO22002・9001 審査員補認定登録

河村氏は、味の素ゼネラルフーズ㈱退社
後独立、1999年からパルシステム「HACCP
推進タスク」の企画を受託。HACCP、ISO
の認定審査構築・導入支援、人事諸制度
構築の支援のコンサルテーション、各種教
育サポートを柱として、幅広い事業活動を
展開しています。

経験豊富な国際HACCP同盟公認の講師陣

受講生は、２０社２３人でした。参加企業は、㈱き
とうむら、㈲菊水堂、㈱ナカシン冷食、㈱ささかみ、
㈱浜食、松岡水産㈱、魚津漁協、美勢商事㈱、㈱
カジノヤ、トーエー食品㈱、私市醸造㈱、㈱マル井、
生協あいコープみやぎ、㈱にんべんフーズ、北海
道漁業協同組合連合会、㈱飛鳥食品、㈱仁徳、
窪田味噌醤油㈱、㈱岩手チキン工房、㈱フーズプ
ランナー、の各社です。（順不同・敬称略）

ＨＡＣＣＰリーダー養成講座は、国際ＨＡＣＣＰ同
盟公認インストラクター・加藤 光夫責任講師による
講習会として位置づけられており、「総合衛生管

理製造過程」並びに「ＩＳＯ9001・22002」が求めています、
いわゆる「リーダー選任要件（能力）」を満たす内容となって
います。このため、講座終了後には、“受講終了証”が発行さ
れ、資格要件の取得が証明されています。
講義内容は、加藤先生による「一般衛生管理」「ＨＡＣＣＰ・

ＩＳＯ22000の基礎」のほか、河村先生による「マネジメントシ
ステム」の講義が中心となっていますが、受講者の理解度を
高め、職場に戻ってから即実践できるよう、グループ討議を
加えた実習が、３日間に渡って組み立てられていました。




